
 

          

 

 

取手北相馬保健医療センター医師会病院 

病院長 鈴木 武樹 

 

新春の候、先生方におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて今回は当院の近況を報告します。昨年末から年始にかけてインフルエンザ、新型コロ 

ナウイルス感染症によるダブルパンチの猛威に晒され、以前の新型コロナウイルス感染症の 

流行期を彷彿させられる状況に陥りました。職員は正月気分を味わう暇もなく新年を迎える 

こととなりました。１２月２９日～１月３日の休日診療体制期間では、延べインフルエンザ 

３８９人、新型コロナウイルス感染症８８人の診断治療を行いました。また残念なことでし 

たが、東４病棟、南３病棟においてクラスターが発生したため閉鎖を余儀なくされました。 

その間救急車の受け入れ困難事例が生じ、受容率も低下し先生方には、ご迷惑をおかけして 

しまったことお詫び申し上げます。さらに発熱患者の急増に伴い１２月の紹介率５７％、逆 

紹介率３３％と、地域医療支援病院の基準値を下回ってしまいました。幸い１月中旬より院 

内発生は減少し、現時点では全病棟開棟となり通常体制となっています。 

今年度においては、新型コロナ感染症関連の補助金のカット、診療報酬の実質マイナス改定、 

円高等による医療材料費の高騰、さらに米をはじめとした食糧費の値上げなどの逆風が吹い 

ていますが、その中で、整形外科手術症例の急増、ペースメーカー埋め込み術の増加、光熱 

費の節約など努力してきました。この時期の病棟閉鎖という急ブレーキが病院運営にどの程 

度悪影響を及ぼしたか現在分析中であります。令和６年度も残り２カ月あまりとなりました 

が、６年間続いている予算達成、さらに年度収支の黒字を確保するため職員一同一丸となり 

励みたいと考えています。そのためにも先生方のご協力が是非必要となります。宜しくお願 

いします。 
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取手北相馬保健医療センター医師会病院 

副病院長  渡邉 寛 

 

 

取手市医師会会員の皆様、明けましておめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上 

げます。旧年中は多くのご紹介並びにご支援を頂き、無事に年を越すことができました、改め 

て厚くお礼申し上げます。 

旧年中は依然と同様にペースメーカー手術や深部静脈血栓症に対する対処に尽力いたしまし 

た。ペースメーカー診療では植込みや交換ともに増加しましたが、ME部門も 3名に増員できた 

ために遠隔モニタリングを強化しましたので患者様の受診負担が軽減できました。1名は新進 

気鋭の女性技士で、時代に即して参りました。臨床血管診療技師（CLINICAL VASCULAR TECHNO 

LOGIST CVT）が 3名常勤で勤務し、ほかのスタッフの教育も開始しつつ血管エコーは一層充 

実しております。 

骨折や脳梗塞症例で血栓症が増加し、対応を強化して参ります。また高齢者の慢性心不全の 

 増加が現実のものとなって参りました。対処システム構築を、筑波大学循環器内科の石津教授 

 や山本講師をはじめとする心不全グループと構築し、講演会のサテライト会場も設置して参り 

 ました。 

また日本循環器学会が推進する“心不全療養指導士”も昨年に誕生し、今年には特定行為の 

 コースにも参加してもらっていますので“看護主導の患者さんケア”プロジェクトを進めてま 

 いります。 

高度先進治療が必要な場合に備え、筑波大学心臓血管外科の平松教授は、附属病院長と副学 

 長を兼任されており重職をになっておられます。先端医療施設との連携を一層深め、かかりつ 

 けの先生方と最先端医療を結ぶべく共に力を尽くしてまいります。 

Covid-19もインフルエンザも猛威を振るっております。寒暖差も大きく循環器疾患とともに 

発症し、増悪しやすい時期でございます。ご多忙な会員の先生方もどうかご自愛頂き、お健や 

かにお過ごし頂けます様にお祈り申し上げます。 
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この度、取手北相馬保健医療センター医師会病院では、最新鋭の「胸部デジタルＸ線塔載 

検診車」を整備いたしました。この検診車は、公益財団法人ＪＫＡの２０２３年度補助事業 

（競輪・オートレースの補助事業）の補助金を受けて整備したものです。 

 

２０２４年９月６日(金)に納車式典を執り行いました。 

式典には取手市、守谷市、利根町の行政機関の方をはじめ多くの関係者がご出席ください 

ました。 

 

 

この検診車の稼働により、胸部検診活動が更に充実 

し、地域住民の方、事業所にお勤めの方など多くの 

皆様方に、より質の高い医療サービスを提供できる 

ようになります。 

今後も、地域の健康増進にこれまで以上に貢献して 

まいります。 

 

                            検診車の鍵（レプリカキー）の贈呈 



この度、病院ホームページを全面リニューアルいたしました。 

今回のリニューアルではデザイン・構成を刷新し、より使いやすく親しみやすいデザイ 

ンであることや、病院の特徴や診療内容などの情報を分かりやすくお伝えできるように 

設計いたしました。 

また、スマートフォンやタブレットでの表示に対応しましたので、デバイスを問わずに 

見やすい表示で閲覧いただけます。 

これまで以上に、様々な情報を発信し、地域の皆様に有益な情報をお伝えできるように 

努めて参ります。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。。 

 

 

 

 

 

 

 

   

医療連携室 
受付時間 平日 8:30～17:00  土曜日 8:30～12:30 

TEL  ０２９７―７８―６１８３（直通） 

０２９７－７８－６１１１（代表） 

FAX  ０２９７－７８－６１８４（直通） 

 

公益社団法人取手市医師会 

取手北相馬保健医療センター医師会病院 

Eメールアドレス     mail@t-ishikaihp.jp 

ホームページアドレス  http://www.ishikaibyouin.or.jp/ 


